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女 735名およびアメリカ人就労者男女 1102名を分析対象とした。 





研究 4 では、縦断データを用いて、日本人就労者にとって 4 年後の Well-being と
Ill-being にスピルオーバー4要因が及ぼす影響を検証した。なお、Well-being を測る心





















った。FWPS がこれら 3変数と FWNS のネガティブな関係を緩衝する効果が明らかに
なったといえよう。これに対して、日本では、FWPS が FWNS を緩衝する効果は認め
られなかった。日本で有意だった交互作用は、「W→F 方向」で抑うつ傾向に対してで
あった。WFPS も WFNS も高いと抑うつ傾向も高く、WFPS が高くないことが WFNS
の影響を受け難くし、抑うつ傾向を高めないという結果であった。アメリカでみられる
ようなポジティブがネガティブを緩衝することは日本ではみられず、特に抑うつ傾向に
関しては、WFPS も WFNS もともに高いという交互作用のパターンも異なっているこ
とが明らかになった。この結果は、職場で過剰にポジティブに反応することは、同時に
ネガティブもまた生起させ、抑うつ傾向を高めることにも繋がってしまうと解釈できる
であろう。また、日本では、生活満足感には WFNS と FWPS の主効果、夫婦関係の良
好さには FWPS と FWNS の主効果が有意であった。主観的健康感に対しては、日米と





























た。また Ill-being の抑うつ傾向については、アメリカでは Well-being における結果と
同様、ポジティブな影響がネガティブな影響をバッファすることとなるが、日本ではポ
ジティブとネガティブが双方に高いことが影響していた。スピルオーバー4要因が心身




























究 3）では、研究 2同様の方法で、スピルオーバーが Ill-being（健康リスクとなる状態）
に及ぼす影響を検証した。この研究 3では、病院診療で用いる評価尺度や生理指標を用
いている。第 5章では、日本における縦断データを用いて、日本で 4年後の心身の健康
にスピルオーバーが及ぼす影響を検証した（研究 4）。第 6 章では、４つの実証研究か
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において、さらに洗練すべき部分は少なくないが、結論として本論文は課程博士の学位認
定に十分適切なものと評価する。 
 
４. 最終試験の概要 
２月１５日午後 5時半から 7時半まで、公開形式で最終試験が実施された。申請者が
45 分間、論文の概要について、発表し、その後審査委員からの質疑応答が行われた。
主な内容は、サンプルについて（ヨーロッパではなくアメリカを対象としたこと、中高
年を対象としたこと）、概念について（バランス、スピルオーバー、Ill-being と well-being、
IL-6）、日米の調査の手続きの文化比較研究としての妥当性について（サンプリング、
地域）、統計分析の妥当性について（重回帰分析における共線性、男女別モデルの適合
性）、社会政策へのインプリケーションについてであった。これらについて、申請者は
概ね適切な回答をしており、最終試験は合格とした。 
なお、外国語試験（英語）は、口頭で行われた。上記の質疑内容の一部は英語で行わ
れ、申請者は、ほぼ適切に英語で回答していた。また試験とは別に、これまでの海外で
の学会発表やアメリカとの共同研究能力があることは、英語能力について肯定的な評価
となった。総じて、研究分野における英語能力は十分であるとして、外国語試験も合格
であることが確認された。 
